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平
成

年

月
９
、

、

日
、

30

11

10

11

東
京
都
の
東
京
武
道
館
で
行
わ
れ
た

第

回
全
国
青
年
大
会
に
兵
庫
県
代

67
表
と
し
て
我
が
三
木
市
チ
ー
ム
（
監、

督

松
本
克
基(

錬
士
六
段)

を
筆
頭
に

先
鋒
低
田

優
（
四
段

、
次
鋒
板
垣

）

諒
（
四
段

、
中
堅
川
人
優
亮
（
三

）

段

、
副
将
山
口
直
輝
（
五
段

、
大

）

）

）

。

将
西
本
英
一
郎(

五
段

が
出
場
し
た

全
国
青
年
大
会
は
、
各
都
道
府
県

の
若
者
た
ち
が
日
頃
取
り
組
ん
で
い

る
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
の
発
表
の

場
と
し
て
、
各
都
道
府
県
の
代
表
約

２
，
０
０
０
名
の
若
者
が
東
京
に
集

ま
り
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
日
頃

の
成
果
を
競
い
合
い
、
連
帯
や
友
情

。

、

を
深
め
あ
う
大
会

大
会
の
特
徴
は

一
部
の
種
目
を
の
ぞ
き
、
国
体
や
国

際
競
技
大
会
な
ど
に
参
加
し
た
経
験

の
あ
る
人
に
は
参
加
資
格
が
な
く
、

普
段
は
働
き
な
が
ら
も
、
地
域
で
地

道
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
携
わ

っ
て
い
る
若
者
た
ち
に
参
加
資
格
が

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

日
に
行
わ
れ
た
団
体
戦
は
、
試

10
合
時
間
が
５
分
、
引
分
け
は
な
く
、

延
長
時
間
は
勝
負
が
つ
く
ま
で
無
制

限
で
勝
者
数
の
み
を
争
う
い
わ
ゆ
る

「
ガ
チ
勝
負
」
の
形
式
。

三
木
市
チ
ー
ム
の
兵
庫
県
は
一
回

戦
で
山
形
県
と
対
戦
。
や
や
緊
張
感

を
感
じ
る
中
、
先
鋒
低
田
粘
っ
て
延

長
の
末
一
本
勝
ち
、
次
鋒
板
垣
の
相

手
は
上
段
、
膠
着
状
態
か
ら
メ
ン
を

決
め
一
本
勝
ち
。
中
堅
川
人
は
開
始

早
々
コ
テ
を
決
め
そ
の
ま
ま
逃
げ
切

り
、
前
３
人
で
勝
負
を
決
め
た
。
対

戦
相
手
の
レ
ベ
ル
が
明
ら
か
に
上
が

っ
た
副
将
戦
。
山
口
は
ほ
ぼ
瞬
殺
の

二
本
負
け
。
大
将
西
本
も
全
く
歯
が

立
た
ず
二
本
負
け
を
喫
す
る
も
、
チ

ー
ム
と
し
て
は
初
勝
利
を
得
て
二
回

戦
に
進
出
し
た
。
各
コ
ー
ト
の
試
合

内
容
を
見
て
皆
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
肌

で
感
じ
始
め
た
様
子
だ
。

二
回
戦
は
対
静
岡
県
。
こ
の
試
合

で
は
先
鋒
か
ら
副
将
ま
で
圧
倒
的
な

力
の
差
で
敗
れ
た
も
の
の
、
大
将
西

本
が
最
後
に
意
地
を
見
せ
て
一
本
勝

ち
。
し
か
し
チ

ー

ム

は

敗

戦

で
、
こ
の
日
は

こ
こ
で
終
了
と

な
っ
た
。

翌

日
は
個

11

人
戦
で
、
結
果

、

、

は
山
口

西
本

板
垣
が
一
回
戦

敗
退
。
低
田
は
二
回
戦
敗
退
、
川
人
が

三
回
戦
ま
で
進
出
し
た
が
敗
退
と
い
う

結
果
だ
っ
た
。

ど
こ
の
県
も
刑
務
官
、
警
察
官
中
心

の
チ
ー
ム
が
目
立
っ
た
が
、
特
に
神
奈

、

、

、

。

川

東
京

愛
知

大
分
は
強
か
っ
た

近
畿
地
方
か
ら
の
参
加
は
兵
庫
と
奈
良

の
２
県
の
み
だ
っ
た
。

全
国
青
年
大
会
を
終
え
て

監
督

松
本

克
基

こ
の
た
び
、
僭
越
な
が
ら
全
国
青
年

大
会
の
監
督
と
し
て
三
木
市
剣
道
連
盟

。

を
率
い
て
東
京
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た

監
督
、
選
手
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に

レ
ベ
ル
が
高
く
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
三

木
市
剣
道
連
盟
の
若
手
選
手
た
ち
に
は

と
て
も
い
い
刺
激
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
試
合
で
は
団
体
で
山
形
県
に
勝
利

で
き
ま
し
た
が
、
各
県
代
表
と
の
レ
ベ

ル
の
差
は
歴
然
で
ま
だ
ま
だ
稽
古
を
積

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
、
選
手

た
ち
と
帰
り
の
新
幹
線
で
話
題
は
尽
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
兵
庫
県
代
表
と
し
て

東
京
ま
で
行
け
た
こ
と
、
ま
た
盛
大
な

開
会
式
に
参
加
し
た
こ
と
、
全
国
大
会

と
い
う
味
わ
え
な
い
緊
張
感
を
感
じ
た

こ
と
は
各
選
手
、
ま
た
私
に
も
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今

後
の
三
木
市
剣
道
連
盟
の
発
展
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
大
会
参
加
に
際
し
、
多
く

方
々
か
ら
寄
付
、
カ
ン
パ
を
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
木
市
チ
ー
ム

兵
庫
県
代
表
と
し
て

全
国
青
年
大
会
に
出
場

に
出

健闘した兵庫県代表監督・選手たち
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、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

お
元
気
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ

も
連
盟
行
事
に
参
加
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

、

、

、

昨
年
は

小
林
統
一

小
紫
達
矢

石
田
隆
の
各
先
生
が
六
段
に
合
格
さ

れ
ま
し
た
。
受
審
に
あ
た
っ
て
稽
古

を
十
分
に
積
ま
れ
、
平
素
よ
り
心
構

え
を
研
究
さ
れ
た
結
果
が
で
た
と
思

い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た

月

日
、

日
に

11

10

11

東
京
武
道
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
、

全
国
青
年
大
会
に
、
兵
庫
県
代
表
と

し
て
、
松
本
克
基
監
督
以
下
男
子
団

体
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
全

国
大
会
に
参
加
し
た
選
手
た
ち
は
非

常
に
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

、

毎
年
新
年
に
あ
た
り
目
標
を
立
て

一
年
そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
よ

う
と
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が

み
な
さ
ん
は
い
か
が
で
し
た
か
？

、
私
は
『
会
員
全
員
と
稽
古
を
す
る

』
。

と
宣
言
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
竹
刀

を
交
え
た
人
数
は

％
し
か
で
き
ま

50

せ
ん
で
し
た
。
今
年
も
同
じ
目
標
に

挑
戦
し
ま
す
。
く
し
く
も
総
合
体
育

館
内
の
体
育
室
を
土
曜
日

時
よ
り

11

時

分
を
定
期
的
に
使
用
で
き
る

12

30

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に

も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
目
標
達

成
に
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
何
故
剣
道
を
続
け
て

い
ま
す
か
？
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
が

あ
り
、
そ
の
答
え
の
中
に

『
相
手
を

、

尊
重
す
る
「
礼
」
の
精
神
や
、
諦
め

ず
に
コ
ツ
コ
ツ
努
力
す
る
精
神
が
多

く
の
剣
士
に
受
け
入
れ
ら
れ
実
践
さ

れ
て
い
る

』
ま
た

『
日
本
古
来
の

。

、

文
化
に
は
非
効
率
な
も
の
や
、
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も

多
く
あ
る
。
し
か
し
、
相
手
を
思
い

遣
る
「
礼
」
の
精
神
や
、
謙
虚
さ
、

努
力
を
励
ま
す
文
化
は
本
当
に
素
敵

だ
と
思
う

』
と
、
あ
り
ま
し
た
。
剣

。

道
を
修
業
す
る
こ
と
で
、
自
然
に
礼

儀
作
法
が
身
に
付
き
、
強
い
心
と
、

相
手
を
思
い
遣
る
優
し
い
心
を
会
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
良
さ
を
、
伝
承

す
る
こ
と
こ
そ
我
ら
の
使
命
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
気
持
ち
を
も
っ

て
子
供
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
８
月
に
は
東
播
地
区
親
善

剣
道
大
会
を
三
木
市
に
お
い
て
開
催

す
る
予
定
で
す
。
新
し
い
総
合
体
育

館
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
披
露
す
る

機
会
で
す
。
盛
会
に
開
催
出
来
ま
す

様
、
ま
た
親
善
の
輪
が
大
き
く
広
が

り
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
連
盟
各
部
に
お
い
て
は
、

成
熟
期
に
あ
り
ま
す
が
、
活
動
に
お

い
て
は
変
化
が
あ
っ
て
も
良
い
と
思

い
ま
す
。
次
の
一
手
を
期
待
い
た
し

ま
す
。
ど
う
か
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
一
月

平
成

年
１
月
６
日
、
９
時
か
ら

31

三
木
市
剣
道
連
盟
の
稽
古
始
め
会
が

三
木
市
民
体
育
館
で
開
か
れ
子
供
か。

ら
大
人
ま
で
１
２
６
人
が
参
加
し
た

開
会
行
事
の
後
、
各
少
年
剣
道
教

室
の
代
表
に
よ
る
「
木
刀
に
よ
る
剣

道
基
本
技
稽
古
法
」
の
演
武
が
行
わ

れ
、
引
き
続
き
、
日
本
剣
道
形
の
演

武
が
、
打
太
刀
澤
田
薫
錬
士
六
段
、

仕
太
刀
小
林
統
一
六
段
の
二
人
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
小
学
生
の
稽
古
、
中
高

一
般
の
会
員
に
よ
る
稽
古
と
続
き
、

時
前
に
終
了
し
た
。

12
今
年
の
初
稽
古
と
あ
っ
て
、
参
加

者
は
気
合
十
分
、
新
た
な
目
標
に
向

か
っ
て
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

新
年
を
迎
え
て

平
成
三
十
一
年

三
木
市
剣
道
連
盟
会
長

神
澤
正
輝

平
成
最
後
の
稽
古
始
め

に
１
２
６
人
が
参
加

澤田薫錬士六段、小林統一
六段による日本剣道形演武


